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「学校生活の中で、一番の楽しみはなんですか？」の問いに、「給食です。」と答える

人は相当数いるのではないでしょうか。実は、私もそうです。カレーライスを筆頭に、郡

山特産の「鯉」を使った料理、中華や和食、洋食に世界各地の料理など、給食ならではの

メニューに給食の時間を待ち遠しく感じている薫っ子も多いと思います。 

本校の給食費は、１食あたり３１０円で運営しています。これは、郡山市教育委員会で

示している基準値の３００円に近い金額です。また、この給食費は平成３０年度以降据え

置いた金額です。 

保護者の皆様もご承知の通り、昨年から今年にかけて諸物価が高騰しています。給食に

使用する物資も、同様に値上げが続いています。たとえば「こめ油」ですが、昨年４月と

今年１月の価格を比べると、なんと２倍以上に値上がりしています。また、その他の食材

も平均すると１５％程度の値上げとなっているのが現状です。 

幸いなことに今年度は、コロナ対策の補助金が１～３学期で支給され、さらに３学期は

物価高騰分の補助金が支給されたため、過日、返金をさせていただいたところです。しか

し、次年度の補助金の有無については、今のところ示されていません。 

物価高騰の折、令和５年度も今までの質・量ともに同じ程度の給食を提供しようとすれ

ば、値上げせざるを得ないのが現状です。また、教育委員会の担当者に電話で確認したと

ころ、令和５年度の市の基準値を作成中で、決まり次第教えていただくことを確認いたし

ました。市の基準値を参考にしながら、次年度の

給食費については文書でお示しする予定でおりま

す。 

本校には、栄養教諭が在籍しています。栄養教

諭は、学級数が一定程度以上の学校に配置されて

おり、小規模校には配置されてはいません。学校

給食には、献立作成・発注・支払いとその中心と

なって活動しています。 

また、児童への食育へも積極的にかかわり、授

業ではＴ２（専門的立場の関わり方）として全学

年にわたって指導しています。さらに、ほとんど

毎日のように、右に示した「きゅうしょくタイム

ズ」を各学級に配付し、食育を進めています。時

には、要請されて他校へ授業に出向くこともあり

ます。食の安全と積極的な食育にかかわる栄養教

諭の存在は、本校にとって貴重な存在です。 


